
新エネルギー新聞2019年（令和元年）11月25日 第145号隔週 月曜日発行11
図1：SUKIMACHIの活動コンセプト

図2：おてつたびの活動コンセプト

図3：未来の準備室の高校生人材活用＆育成

図4：ヒゲパパ＆ヒゲママと
大志をいだくまち北広島市の団扇

◆ 気 候 変 動・ 災 害 対 策Biz2019（同 時
開催：社会インフラテック2019）
会期：2019年12月4日（水）～ 6日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷会
場：東京ビッグサイト（東京国際展
示場）南1・2ホール（東京都江東区有
明3-11-1）▷入場料：無料（登録制）
▷登録サイト：https://messe.nikk
ei.co.jp/register/form/CC/ja ▷
主催：日本経済新聞社／日経BP /問
合せ：0120-261-122

◆エコプロ2019［第21回］
会期：2019年12月5日（水）～ 7日（土）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷会
場：東京ビッグサイト（東京国際展
示場）西1 ～ 4ホール（東京都江東区
有明3-11-1）▷入場料：無料（登録
制）▷登録サイト：https://eco-
pro.com/2019/regist.html ▷主催：
一般社団法人産業環境管理協会／日
本経済新聞社/問合せ：0120-261-
122

◆第4回 住宅・ビル・施設Week
会期：12月11日（水）～ 13日（金）▷
開催時間：10：00 ～ 18：00（最終日
は17：00まで）▷会場：東京ビッグ

サイト・青海展示棟(東京都江東区
青海1-2-33)▷入場料：事前登録の
上で招待券持参で無料／招待券が無
い場合は5,000円▷主催：リード エ
グジビション ジャパン/問合せ先：
＜出展に関して＞03-3349-8576 ／
＜来場に関して＞03-5324-1244

◆第12回 オートモーティブ ワールド -
クルマの先端技術展-
会期：2019年1月15日（水）～ 17日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 18：00（最終
日は17：00まで）▷会場：東京ビッ
グサイト（東京国際展示場）西・南

（東京都江東区有明3-11-1）・青海展
示棟▷入場料：事前登録の上で招待
券持参で無料／招待券が無い場合は
5,000円▷主催：リード エグジビシ
ョン ジャパン/問合せ先：＜出展に
関して＞03-3349-8502 ／＜来場に
関して＞03-6628-5715

◆ENEX2020 第44回地球環境とエネル
ギーの調和展（Energy and Environ
ment Exhibition）＊同時開催：Sma
rt Energy Japan2020 ／電力・ガス
新ビジネスEXPO 2020
会 期：2019年1月29日（水 ）～ 31日

（金）▷開催時間：10：00 ～ 17：00
▷会場：東京ビッグサイト（東京国
際展示場）南1・2ホール＆会議棟（東

京都江東区有明3-11-1）▷入場料：
3,000円（税込）＊招待状持参・事前
来場登録で無料▷主催：一般財団法
人省エネルギーセンター/問合せ先：
展示会事務局 JTBコミュニケーショ
ンデザイン03-5657-0762

●第41回風力エネルギー利用シンポジ
ウム
会期：2019年12月4日（水）・5日（木）
▷開催時間：【4日・依頼講演など】
9：30 ～ 17：00 ／【5日・一般研究
発表】9：00 ～ 17：00▷会場：科学
技術館サイエンスホール（地下2階）
及び6階会議室（東京都千代田区北の
丸公園2-1）▷参加費（資料含む）：日
本風力エネルギー学会正会員(個人
会員／団体会員)・協賛・後援団体
所属者＝（資料含む）2万円／会員学
生・一般学生・個人会員で70歳以上
の方＝3,000円／一般＝2万5,000円
▷参加申込みフォーム：https://jw
easympo.confit.atlas.jp/login ▷
主催：一般社団法人日本風力エネル
ギー学会（JWEA）/問合せ：事務局03-
3526-3400

●第9回 日射セミナー（自動車と環境
機器）
会期：2019年12月3日（火）▷開催時

間：13:00 ～ 16:40▷会場：英弘精
機株式会社 本社会議室・屋上（東京
都渋谷区幡ヶ谷1-21-8）▷参加費：
無料▷定員：20名（先着順）▷主催：
英弘精機株式会社/問合せ：03-
3469-6714

●第5回 全国小水力発電大会inさいた
ま
会期：2019年12月4日（火）～ 6日（木）
＊4日・5日は企業展、6日はエクス
カーション▷会場：大宮ソニックシ
ティ（埼玉県さいたま市大宮区桜木
町1丁目7-5）▷参加費：招待券での
入場は無料／当日申込は2,000円／
交流会（有料5,000円）及びエクスカ
ーション（有料6,000円）は事前申込
▷主催：全国小水力利用推進協議会
/問合せ：03-5980-7880

●第3回O&M技術セミナー
会期：2019年12月5日（木）▷開催時
間：13：00 ～ 18：00（開 場12：30・
退室18：15）▷会場：田中田村町ビ
ル 新橋5階A会議室（東京都港区新橋
2-12-15）▷参加費：会員＝無料／非
会員＝8,000円（税別）▷参加申込フ
ォーム：https://forms.gle/fJodFy
7dqp3fQSvt9▷主催：一般社団法人
新エネルギー O&M協議会/問合せ：
03-5809-3366

●2019年度NEDOベンチャービジネス
マッチング会
【東京会場】
会期：2019年12月12日（木）▷開催時
間：13：00 ～ 17：00（開 場12：30）
▷会場：芝パークビルB館地下1階
（東京都港区芝公園2-4-1）
【大阪会場】
会期：2019年12月18日（水）▷開催時
間：13：00 ～ 17：00（開 場12：30）
▷会場：新大阪ブリックビル3階（大
阪市淀川区宮原1-6-1）
▷参加費：無料（要事前申込）▷主
催：国立開発研究法人新エネルギ
ー・産業技術総合開発機構（NEDO）/
問合せ：運営事務局03-5371-6908
（矢野経済研究所内）

●第18回 英弘シンポジウム「異常気
象と局地現象」
会期：2020年1月28日（火）▷開催時
間：10：00 ～ 17：00（予定）▷会場：
学士会館 (千代田区神田錦町3-28)
▷参加費：一般＝3,000円／学生＝
1,000円（テキスト代含む、要申込）
▷主催：英弘精機/問合せ：環境機
器事業部03-3469-6714

新エネルギー関連
イベントカレンダー（12月～ 1月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。
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▼
ふ
る
さ
と
大
使

　
連
絡
会
議
の
行
事

２
０
１
９
年
11
月
７
日
、

東
京
の
日
暮
里
に
あ
る
ホ
テ

ル 

ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
で
、
全
国

ふ
る
さ
と
大
使
連
絡
会
議
主

催
の
「
若
者
に
よ
る
地
域
活
性

化
」
と
い
う
パ
ネ
ル
討
論
が
開

催
さ
れ
た
。
そ
の
行
事
は
、
パ

ネ
ル
討
論
の
ほ
か
記
念
講
演
、

情
報
交
流
・
懇
親
会
の
三
本
立

て
で
あ
っ
た
。
が
、
記
念
講
演

の
講
師
を
依
頼
し
て
い
た
長

野
県
知
事
の
阿
部
守
一
氏
は
、

台
風
19
号
に
よ
る
被
害
に
つ

き
地
元
で
の
公
務
優
先
と
の

こ
と
で
そ
の
講
演
は
中
止
と

な
り
、
代
わ
り
に
長
野
県
東
京

事
務
所
長
が
知
事
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
代
読
し
た
。
こ
れ
に
伴

い
筆
者
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

を
勤
め
る
パ
ネ
ル
討
論
と
懇

親
会
が
重
要
と
な
っ
た
の
で
、

パ
ネ
ル
討
論
に
は
趣
向
を
凝

ら
し
た
。
以
下
、
そ
の
内
容
と

成
果
に
つ
い
て
の
一
端
を
述

べ
る
。

▼
ふ
る
さ
と
大
使

　
連
絡
会
議
と
は
？

全
国
ふ
る
さ
と
大
使
連
絡

会
議
に
つ
い
て
は
、
本
コ
ラ

ム
の
第
⑮
回
（
第
１
３
８
号
、

８
月
19
日
発
行
）
に
『
ふ
る

さ
と
大
使
の
制
度
と
役
割
』

と
題
し
て
紹
介
し
た
。
全
国

の
都
道
府
県
に
は
観
光
大
使

の
ほ
か
種
々
の
名
称
の
大
使

制
度
が
あ
り
、
９
５
１
に
も

な
る
と
い
う
。
地
方
出
身
者

に
は
、
ふ
る
さ
と
を
篤
く
想

い
、
何
ら
か
の
貢
献
を
し
た

い
と
考
え
て
い
る
人
々
も
多

い
。
筆
者
も
そ
の
一
人
で
あ

る
。
当
該
の
連
絡
会
議
は
、

ふ
る
さ
と
大
使
の
ほ
か
、
そ

う
し
た
故
郷
愛
好
家
が
会
員

と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
故

郷
・
地
域
・
地
方
を
応
援
す

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
で
述
べ
て
い
る

想
い
を
、
連
絡
会
議
の
運
営

や
貢
献
に
反
映
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
今
回
の
パ
ネ
ル
討

論
で
は
、
表
題
の
よ
う
に
主

役
を
若
者
と
し
、
３
名
の
若

者
（
現
役
大
学
生
２
名
、
既

卒
者
１
名
の
20
代
）
を
迎

え
、
ま
た
地
域
貢
献
活
動
を

し
て
い
る
大
学
教
授
２
名
も

迎
え
、
活
動
報
告
と
コ
メ
ン

ト
を
頂
い
た
。

▼
若
者
に
よ
る

　
地
域
活
性
化
活
動

地
域
活
性
化
は
、「
よ
そ

者
」「
若
者
」「
ば
か
者
」
が

三
要
件
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

お
り
、「
若
者
に
よ
る
地
域
活

性
化
」
は
、
直
達
的
な
切
り

口
で
あ
り
、
直
球
す
ぎ
る
感

じ
が
否
め
な
い
。
同
時
に
、

参
加
者
の
多
く
は
高
齢
の
方

が
多
く
、
若
者
に
何
が
で
き

る
か
、
と
い
う
批
判
的
な
考

え
の
人
も
い
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま

え
、
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を

行
い
、
主
役
は
あ
く
ま
で
若

者
で
、
教
授
は
そ
の
コ
メ
ン

ト
や
現
状
認
識
に
つ
い
て
述

べ
る
こ
と
に
す
る
と
し
て
討

論
に
臨
ん
だ
。

①
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
の

活
動最

初
の
パ
ネ
リ
ス
ト
は
前

島
怜
美
氏
。
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ａ

Ｃ
Ｈ
Ｉ
と
い
う
大
学
生
が
メ

ン
バ
ー
の
地
域
活
性
化
活
動

の
代
表
で
、
長
野
県
出
身
の

埼
玉
大
学
の
学
生
で
あ
る
。

地
域
（
地
元
＝
す
き
ま
ち
）

を
発
信
す
る
学
生
を
増
や

し
、
若
い
世
代
の
「
遊
ぶ
、

働
く
、
暮
ら
す
」
選
択
肢
を

広
げ
、
交
流
を
進
め
る
と
い

う
。
現
在
、
19
大
学
が
参
加

し
、
東
北
、
関
東
、
中
部
、

近
畿
、
中
国
・
四
国
の
５
ユ

ニ
ッ
ト
で
展
開
し
て
い
る
。

そ
の
メ
ン
バ
ー
は
、「
都
道

府
県
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
と
呼

ば
れ
〝
す
き
ま
ち
〟
を
発
信

す
る
大
使
で
あ
る
。

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
の

活
動
は
、
図
１
の
よ
う
に
「
イ

ベ
ン
ト
」「
ツ
ア
ー
」「
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
発
信
と
し
て
い

る
。
設
立
４
年
目
で
、
イ
ベ
ン

ト
と
ツ
ア
ー
な
ど
を
60
以
上

主
催
し
、
１
０
０
０
名
以
上
の

参
加
者
で
、
地
元
の
魅
力
を
地

元
の
現
場
か
ら
発
信
す
る
事

業
を
、
企
業
や
行
政
と
行
っ
て

い
る
と
い
う
。
現
役
大
学
生
の

取
り
組
み
で
あ
り
、
収
入
は
学

資
や
生
活
費
の
足
し
に
、
経
験

は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
で

出
身
で
千
葉
大
学
教
育
学
部

を
卒
業
し
て
就
職
後
、
こ
の
活

動
を
は
じ
め
株
式
会
社
を
設

立
し
代
表
と
な
っ
た
。
地
方
で

短
期
的
・
季
節
的
な
人
手
不
足

に
困
っ
て
い
る
事
業
者
に
、
東

京
な
ど
の
若
者
を
臨
時
の
就

労
者
（
ア
ル
バ
イ
ト
）
と
し
て

旅
に
出
し
お
手
伝
い
さ
せ
る

人
材
派
遣
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る
。

そ
れ
は
、「
色
々
な
地
域
へ
行

き
た
い
・
経
験
を
し
た
い
」
と

い
う
若
者
が
、
人
手
不
足
の
地

域
に
旅
し
そ
の
地
域
の
人
々

と
、
新
た
な
出
会
い
や
経
験
を

を
つ
く
る
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
え

る
（
図
２
）。

プ
レ
ゼ
ン
で
は
、
長
崎
県

壱
岐
の
旅
館
に
、
東
京
の
男

子
大
学
生
が
お
て
つ
た
び
に

出
か
け
た
こ
と
が
Ｔ
Ｖ
放
送

さ
れ
た
映
像
を
紹
介
し
説
明

し
た
。
男
子
学
生
は
、
旅

費
・
食
費
・
宿
泊
費
は
旅
館

の
負
担
で
、
壱
岐
旅
行
と
就

労
体
験
が
で
き
る
。
㈱
お
て

つ
た
び
は
、
両
者
の
出
会
い

の
マ
ッ
チ
ン
グ
料
が
事
業
収

入
と
な
る
。

③
（
一
社
）
未
来
の
準
備
室

の
活
動

最
後
に
、
福
島
県
を
活
動

地
と
し
て
い
る
湯
澤
魁
氏
で

あ
る
。
同
氏
は
、
兵
庫
県
の
出

身
で
、
現
在
は
明
治
大
学
の
４

年
生
で
あ
る
。
３
・
11
後
の
２

０
１
２
年
３
月
に
、
灘
高
校
生

の
東
北
合
宿
で
宮
城
県
や
福

島
県
を
訪
ね
た
。
そ
し
て
大
学

生
に
な
っ
て
世
の
中
の
理
不

尽
を
な
く
し
た
い
と
い
う
こ

と
か
ら
、
被
災
地
に
滞
在
し
活

動
し
た
。
そ
の
後
、
２
０
１
８

年
に
は
休
学
し
、「（
一
社
）
未

来
の
準
備
室
」
を
福
島
県
白
河

市
に
設
立
し
、
若
年
層
・
子
育

て
世
代
の
地
域
社
会
参
画
の

促
進
と
地
域
課
題
の
解
決
、
日

本
全
体
の
文
化
・
人
材
の
多
様

性
・
専
門
性
を
拡
大
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。

現
在
、
築
後
90
年
の
古
民
家

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
フ
ェ
を
開

設
運
営
し
て
い
る
。
大
学
の
な

い
白
河
市
で
は
高
校
生
が
重
要

な
将
来
性
あ
る
人
材
で
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
フ
ェ
「
Ｅ
Ｍ
Ａ

Ｎ
Ｏ
Ｎ
」
で
は
、
学
割
な
ど
の

〝
高
校
生
び
い
き
〟
の
ベ
ネ
フ

ィ
ッ
ト
を
つ
く
り
、
高
校
生
の

参
加
協
力
を
実
現
し
て
い
る

（
図
３
）。

こ
れ
ら
は
、
地
方
創
生
先

行
型
事
業
を
得
た
の
ち
、
地

元
白
河
市
の
独
自
予
算
化
を

つ
く
り
出
し
、
地
元
エ
フ
ェ

ク
ト
に
し
て
い
る
。

▼
大
学
に
よ
る

　
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

次
に
、
東
京
農
業
大
学
の

宮
林
茂
幸
教
授
は
、「
大
学

連
携
と
地
域
づ
く
り
」
を
都

市
と
農
山
村
交
流
・
流
域
連

携
の
事
例
を
紹
介
し
た
。
農

大
の
あ
る
世
田
谷
区
と
群
馬

県
川
場
村
の
交
流
事
業
に
農

大
が
参
加
し
て
若
者
と
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
の
取
り
組
み
が
、

す
っ
か
り
状
況
変
化
を
与
え

た
事
例
で
あ
っ
た
。
ま
た
山

梨
県
小
菅
村
で
の
「
多
摩
川

源
流
大
学
」
も
大
学
な
ら
で

は
エ
フ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
大

学
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
若
者
の
潜

在
性
と
と
も
に
、
地
域
活
性

化
の
要
素
で
あ
る
。

千
葉
市
に
本
部
を
持
つ
淑

徳
大
学
の
芹
澤
高
斉
教
授

は
、「
ま
ち
づ
く
り
と
教
育
」

と
題
し
、〝
新
た
な
未
来
を

築
く
た
め
の
大
学
教
育
の
質

的
転
換
に
向
け
て
〟
と
い
う

文
科
省
や
社
会
の
要
請
は
、

「
若
者
に
よ
る
地
域
活
性
化
」

に
答
え
る
も
の
で
あ
る
と
し

て
、
大
学
と
研
究
室
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。

と
く
に
今
年
度
は
、「
観
光

ま
ち
づ
く
り
」
で
あ
り
、〝

観
光
を
テ
ー
マ
と
し
て
学
修

す
る
こ
と
で
〝
ま
ち
づ
く
り

「
若
者
」「
ば
か
者
」
の
三
つ

に
加
え
、「
発
信
で
き
語
れ

る
者
」
が
重
要
な
要
件
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
意
味
に
お

い
て
、
こ
の
パ
ネ
ル
討
論
に

登
場
し
た
３
名
は
十
分
に
そ

の
要
件
を
満
た
し
て
お
り
、

来
場
者
に
も
共
感
を
与
え
て

く
れ
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
は
、
全
国
の
他
地
域
に
も

適
用
で
き
る
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
、
筆
者
ま
た
は
各

パ
ネ
ラ
ー
に
照
会
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

な
お
、
会
場
で
は
、
参
加

者
の
意
見
交
換
に
は
、
北
海
道

北
広
島
市
か
ら
提
供
い
た
だ

い
た
団
扇
を
使
い
、
表
裏
で
意

見
の
Ｙ
ｅ
ｓ
／
Ｎ
ｏ
を
表
示

し
て
い
た
だ
い
た
（
図
４
）。

同
市
に
お
礼
申
し
上
げ
る
。

最
後
に
、
パ
ネ
ラ
ー
に
キ

ー
ワ
ー
ド
＆
キ
ー
フ
レ
イ
ズ

を
掲
げ
て
頂
い
た
。
な
お
筆

者
の
も
追
記
し
て
お
く
。　

◎
前
島

：

深
刻
→
ワ
ク
ワ

ク◎
永
岡

：

裏
口
入
学

◎
湯
澤

：

出
身
者
を
大
事

に
、
で
も
押
し
付
け
な
い

◎
宮
林

：

つ
な
が
る
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

◎
芹
澤

：

こ
れ
ま
で
の
ま

ち
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
を
語

り
ま
し
ょ
う

◎
佐
藤

：

で
き
る
状
況
づ

く
り

る
任
意
団
体
で
あ

る
。
夏
季
交
流
会
、

新
年
会
、
バ
ス
旅
行

な
ど
の
ほ
か
、
こ
の

時
期
に
行
う
全
国
大

会
が
恒
例
行
事
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、

年
４
回
の
機
関
誌
を

発
行
し
て
い
る
。

筆
者
も
、
こ
の
連

絡
会
議
の
理
事
を
務

め
て
お
り
、
本
コ
ラ

ム
「
ふ
る
さ
と
ｓ
ｏ

ｍ
ｅ
ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ 

は
ひ
と
づ
く
り
〟
や
〝

ま
ち
に
お
け
る
新
し
い

価
値
の
創
造
〟
が
、
ま

ち
の
魅
力
を
ど
の
よ
う

に
観
光
に
繋
げ
る
か
の

発
信
で
あ
る
と
し
た
。

▼
パ
ネ
ル
討
論
で
の

　
成
果

最
近
で
は
、
地
域
活

性
化
は
、「
よ
そ
者
」

き
る
活
動
で
あ
り
、
卒
業

し
て
も
後
輩
と
順
次
交
代

し
て
継
続
す
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

②
㈱
お
て
つ
た
び
の
活
動

２
番
目
は
、
す
で
に
大

学
を
卒
業
し
て
い
る
女
性

活
動
家
の
㈱
お
て
つ
た
び

の
社
長
、
永
岡
里
菜
氏
で

あ
る
。
彼
女
は
、
三
重
県

連
載
・
イ
ベ
ン
ト


